早稲田の杜 通信　　　　　２０２３年１０月号　
今年がいつもと違うと感じるのは、暑さばかりではありません。この時期に、インフルエンザが原因と思われる学級閉鎖など、これまでの記憶にはない出来事が次々と起こっております。
もう一つ、これまでと違うと感じることがあります。
夏の暑さが続いているにもかかわらず九月に入るとセミの声がぱたりとやんでしまったことです。例年ですと、セミの声がやみ、静寂が戻ったことに気がつくと、暑さも収まり、秋の気配を感じたものです。しかし、今年は、暑さが収まらず、この季節感がなくなりました。
今年は秋が短く、長く寒い冬のような予感がします。そうならないことを願っております。
塾開業以来、教室にはスリッパに履き替えてから入ってもらっていました。しかし、コロナの騒ぎが始まった年、スリッパには履きかえず、外履きのままで教室に入ってもらうことに変更いたしました。あの決断をした時は正直、外履きのままで教室が汚れるのではという不安がありました。
しかし、万が一にもスリッパを介してコロナに感染させるような事が起きてはと安全を第一にした決定でした。初めて塾を訪れた人の中には、靴のままで入っていいのですかと驚かれる人もいらっしゃいました。
あれから３年以上経ちます。
教室を掃除して感じるのは、塾生一人一人が決まりを守り、靴の底の汚れを落としてから入室してくれているのだということです。靴の底に付着して外から持ち込まれた汚れはほとんど見当たらず、教室が汚れるのではという不安は杞憂に過ぎなかったと、塾生に感謝しております。
塾生たちの塾内での生活面から判断すると、立派とほめてあげたい時がよくあります。
授業が終わって帰る時、机の上が消しゴムのカスなどで汚れたりしているときちんと掃除してくれます。授業時間中の無断立ち歩きもなく、必ず了解を得てから行動してくれます。
スマホ使用によるトラブルも全くなく、うちの塾生はみんな素晴らしいとほめてやりたいです。
ところで入試が近づくこの時期、受験生は、多かれ少なかれ不安が増してくるのが自然です。不安を抱えていない受験生などいません。大事なことは、不安を断ち切る心構え。不安に押し
つぶされないよう、やるだけのことをきっちりやり続け、不安を払拭することです。
塾生の中には、自分の力を過小評価しすぎている人がいます。もったいないです。
私自身が直接指導していることで、受講科目の学力はほぼ把握できています。私がやれると太鼓判を押したらやれるはず。実力相応の範囲で目標を高く掲げ全力で立ち向かうべきです。
逆に、現在の力不足、努力不足にも関わらずあまりにも高い目標を掲げる人がいます。
悪いことではありませんが、目標だけ独り歩きしてしまっている人がいます。真の実力、地力をつけてこその目標設定です。甘い取り組みを排除し、日々、地道に一歩一歩足場を固めることが目標達成の第一歩です。そうして蓄積された実力こそが可能性を大きく広げてくれます。
